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 市民や事業所の皆さんの環境に関する取り組みやご意見を踏まえて、尾張旭市環境基本計画の見直しを進める

ため、アンケートを実施しました。 

 

○調査対象：住民基本台帳から無作為抽出した18歳以上の市民2,000 人 

      尾張旭市に本社･支店を置く民間事業所100社 

○調査期間：平成26年 7月4日から18日まで 

○調査方法：郵送配布･郵送回収 

○回収結果： 

 配布数 回収数 回収率 （現行計画策定時） 

18歳以上の市民 2,000 811 40.6% 39.7% 

尾張旭市に本社･支店を置く民間事業所 100 51 51.0% 45.3% 

合計 2,100 862 41.0% － 

 

 

 

 

 

 

 

○回答者は、男性が約 36%、女性が約

52%であり、年齢では、60歳代及び

70歳代以上が約26%、50歳代が約

16%、40歳代が約13%でした。 

○住所（小学校区）は、概ねいずれの小

学校区も10%前後でした。 

○尾張旭市の居住年数は、30 年以上が

約 5 割と最も多く、次いで 21～30

年が約 22%、11～20 年が約 16%

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾張旭市の環境についてのアンケート結果 

実施概要及び回収結果 

回答者属性〈市民〉 

男性

35.5%

女性

52.3%

無回答
12.2%

4年以内

6.7% 5～10年
3.5%

11～20年

16.4%

21～30年

21.6%

30年以上
48.5%

無回答

3.5%

■性別 

旭小学校区

12.6%

東栄

小学校区

10.4%

渋川

小学校区
5.5%

本地原

小学校区

12.8%

城山

小学校区

15.7%

白鳳

小学校区
12.0%

瑞鳳

小学校区

7.0%

旭丘

小学校区
10.0%

三郷

小学校区
10.5%

無回答

3.6%

■年齢 

■住所（小学校区） ■居住年数 

10歳･

20歳代
8.5%

30歳代
7.4%

40歳代

13.2%

50歳代

15.5%60歳代
26.0%

70歳代

以上
26.0%

無回答
3.3%

市民向けアンケート調査結果 
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○居住地区の環境の満足度をみると、「自然や生活に関すること」では、「日当たりの良さ」、「緑の多さ」、「空気

のさわやかさ」といった項目の満足度が高かった一方で、「ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー」、「文

化遺産などの歴史的雰囲気」、「街並みのゆとりや美しさ」といった項目の満足度が低く、概ね現行計画策定時

と同様の結果となっていました。 

○「行政の取り組みに関すること」では、「ごみ処理体制の充実」、「し尿などの衛生対策」、「下水道整備」とい

った項目の満足度が高かった一方で、「自動車による騒音対策」、「ポイ捨て防止などの環境美化」、「環境に配

慮した道路の整備」といった項目の満足度が低く、「自動車による大気汚染対策」は、現行計画策定時と比較

して不満の割合が大きく減少していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区の満足度〈市民〉 

緑の多さ

生きものの多様さ

自然とのふれあい

自然景観の美しさ

街並みのゆとりや美しさ

公園などの憩いの場

文化遺産などの歴史的雰囲気

水のきれいさ

空気のさわやかさ

静けさ

日当たりの良さ

ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー

地域や自治会などの地域コミュニティ活動

環境学習の機会

動物や植物の生息・生育地の保護

山林の保護

水辺環境の保全

まちの緑化

農地の保全

公園の整備

環境に配慮した道路の整備

文化財の保存・整備

ポイ捨て防止などの環境美化

し尿処理などの衛生対策

下水道整備

自動車（道路）による大気汚染対策

工場による大気汚染対策

野焼きによる大気汚染対策

家庭からの排水による水質汚濁対策

工場からの排水による水質汚濁対策

自動車（道路）による騒音対策

工場・店舗からの騒音対策

工場による騒音対策

工場からの悪臭対策

ﾀﾞｲｵｷｼﾝや環境ﾎﾙﾓﾝなどの化学物質対策

地球環境問題への取り組み

ごみ処理体制の充実

リサイクル推進など循環型社会への転換策

省エネルギー対策の徹底

再生可能エネルギーの積極利用

次世代を担う子どもへの環境教育

環境に関する情報の提供

近隣自治体との連携した取り組み

　
自
然
や
生
活
に
関
す
る
こ
と

 
行
政
の
取
り
組
み
に
関
す
る
こ
と

0%

■居住地区の環境の満足度 ■現行計画策定時（参考） 
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○「自然や生活に関すること」についての満足度を年齢別にみると、どの年代においても「文化遺産などの歴史

的雰囲気」と「ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー」、「環境学習の機会」の満足度が低くなっていまし

た。 

〇「行政の取り組みに関すること」についての満足度を年齢別にみると、どの年代においても「自動車（道路）

による騒音対策」と「ポイ捨て防止などの環境美化」の満足度が低く、その他「環境に関する情報の提供」の

満足度も低くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住所別に満足度をみた場合においても、「文化遺産などの歴史的雰囲気」と「ごみのポイ捨てをしないなどの

環境マナー」、「自動車（道路）による騒音対策」と「ポイ捨て防止などの環境美化」の満足度が低く、地区に

よっては「下水道整備」の満足度が低くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地区の環境の満足度（自然や生活に関すること） 【年齢別集計】 

■居住地区の環境の満足度（行政の取り組みに関すること） 【年齢別集計】 

■居住地区の環境の満足度（自然や生活に関すること） 【居住地別集計】 

■居住地区の環境の満足度（行政の取り組みに関すること） 【居住地別集計】 

1 2 3

全体 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

10歳･20歳代 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

30歳代 文化遺産などの歴史的雰囲気 環境学習の機会 街並みのゆとりや美しさ

40歳代 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

50歳代 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

60歳代 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

70歳代以上 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 文化遺産などの歴史的雰囲気 環境学習の機会

居住地区の環境の満足度（自然や生活に関すること）　下位3項目

回
答
者
の
年
齢

1 2 3

全体 自動車（道路）による騒音対策 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による大気汚染対策

10歳･20歳代 自動車（道路）による騒音対策 野焼きによる大気汚染対策 環境に関する情報の提供

30歳代 自動車（道路）による騒音対策 自動車（道路）による大気汚染対策 環境に関する情報の提供

40歳代 自動車（道路）による騒音対策 自動車（道路）による大気汚染対策 ポイ捨て防止などの環境美化

50歳代 自動車（道路）による騒音対策 環境に配慮した道路の整備 ポイ捨て防止などの環境美化

60歳代 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による騒音対策 環境に関する情報の提供

70歳代以上 自動車（道路）による騒音対策 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による大気汚染対策

回
答
者
の
年
齢

居住地区の環境の満足度（行政の取り組み関すること）　下位3項目

1 2 3

全体 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

旭小学校区 街並みのゆとりや美しさ ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 文化遺産などの歴史的雰囲気

東栄小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 文化遺産などの歴史的雰囲気 環境学習の機会

渋川小学校区 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 静けさ

本地原小学校区 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

城山小学校区 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

白鳳小学校区 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

瑞鳳小学校区 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 自然景観の美しさ

旭丘小学校区 文化遺産などの歴史的雰囲気 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 環境学習の機会

三郷小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 文化遺産などの歴史的雰囲気 街並みのゆとりや美しさ

居住地区の環境の満足度（自然や生活に関すること）　下位3項目

回
答
者
の
住
所
（

小
学
校
区
）

1 2 3

全体 自動車（道路）による騒音対策 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による大気汚染対策

旭小学校区 自動車（道路）による騒音対策 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による大気汚染対策

東栄小学校区 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による騒音対策 環境に配慮した道路の整備

渋川小学校区 自動車（道路）による騒音対策 自動車（道路）による大気汚染対策 環境に関する情報の提供

本地原小学校区 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による大気汚染対策 自動車（道路）による騒音対策

城山小学校区 自動車（道路）による騒音対策 下水道整備 自動車（道路）による大気汚染対策

白鳳小学校区 自動車（道路）による騒音対策 ポイ捨て防止などの環境美化 下水道整備

瑞鳳小学校区 自動車（道路）による騒音対策 ポイ捨て防止などの環境美化 近隣自治体と連携した取り組み

旭丘小学校区 自動車（道路）による騒音対策 ポイ捨て防止などの環境美化 環境に関する情報の提供

三郷小学校区 ポイ捨て防止などの環境美化 自動車（道路）による騒音対策 環境に配慮した道路の整備

居住地区の環境の満足度（行政の取り組み関すること）　下位3項目

回
答
者
の
住
所
（

小
学
校
区
）
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○尾張旭市全体の将来の環境の重要度をみると、「自然や生活に関すること」では、「ごみのポイ捨てをしないな

どの環境マナー」、「空気のさわやかさ」、「水のきれいさ」といった項目の重要度が高く、「文化遺産などの歴

史的雰囲気」、「環境学習の機会」、「生きものの多様さ」といった項目の重要度が低くなっていました。 

○「行政の取り組みに関すること」では、「ごみ処理体制の充実」、「下水道整備」、「し尿処理などの衛生対策」

といった生活環境に関する項目の重要度が高くなっていました。 

○現行計画策定時と比較して概ね同様の結果となっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾張旭市全体の将来の環境の重要度〈市民〉 

緑の多さ

生きものの多様さ

自然とのふれあい

自然景観の美しさ

街並みのゆとりや美しさ

公園などの憩いの場

文化遺産などの歴史的雰囲気

水のきれいさ

空気のさわやかさ

静けさ

日当たりの良さ

ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー

地域や自治会などの地域コミュニティ活動

環境学習の機会

動物や植物の生息・生育地の保護

山林の保護

水辺環境の保全

まちの緑化

農地の保全

公園の整備

環境に配慮した道路の整備

文化財の保存・整備

ポイ捨て防止などの環境美化

し尿処理などの衛生対策

下水道整備

自動車（道路）による大気汚染対策

工場による大気汚染対策

野焼きによる大気汚染対策

家庭からの排水による水質汚濁対策

工場からの排水による水質汚濁対策

自動車（道路）による騒音対策

工場・店舗からの騒音対策

工場による騒音対策

工場からの悪臭対策

ﾀﾞｲｵｷｼﾝや環境ﾎﾙﾓﾝなどの化学物質対策

地球環境問題への取り組み

ごみ処理体制の充実

リサイクル推進など循環型社会への転換策

省エネルギー対策の徹底

再生可能エネルギーの積極利用

次世代を担う子どもへの環境教育

環境に関する情報の提供

近隣自治体との連携した取り組み

 
行
政
の
取
り
組
み
に
関
す
る
こ
と

　
自
然
や
生
活
に
関
す
る
こ
と

0%

■尾張旭市全体の将来の環境の重要度 ■現行計画策定時（参考） 

81.5 

54.3 

75.5 

77.8 

76.6 

76.8 

44.5 

82.2 

84.1 

76.3 

81.6 

86.2 

60.4 

50.4 

63.6 

66.2 

74.7 

76.0 

54.5 

75.1 

75.8 

50.8 

78.1 

78.8 

79.2 

71.8 

71.3 

58.3 

75.2 

73.0 

71.4 

65.5 

60.5 

69.1 

70.4 

71.6 

81.3 

72.5 

68.7 

70.2 

75.7 

67.9 

61.3 

10.9 

35.6 

16.6 

13.8 

16.5 

14.9 

42.2 

10.7 

9.7 

16.8 

11.2 

6.9 

30.1 

39.0 

25.9 

24.0 

15.4 

15.0 

33.9 

14.8 

14.8 

37.9 

12.2 

12.7 

12.2 

19.6 

20.1 

30.7 

15.5 

17.6 

18.7 

24.5 

29.2 

21.5 

20.5 

19.6 

10.2 

17.9 

21.3 

20.0 

15.3 

22.6 

28.6 

2.1 

4.3 

1.7 

1.2 

0.6 

1.6 

6.8 

0.7 

0.1 

0.5 

0.7 

0.6 

3.1 

4.7 

1.7 

1.1 

1.1 

0.2 

3.0 

1.6 

0.9 

2.6 

1.0 

0.4 

0.5 

0.5 

0.4 

2.3 

0.9 

0.4 

1.4 

1.2 

1.4 

0.7 

0.7 

0.1 

0.4 

1.2 

1.5 

1.4 

0.5 

1.2 

1.8 

5.5 

5.8 

6.2 

7.2 

6.3 

6.7 

6.5 

6.3 

6.0 

6.4 

6.4 

6.3 

6.4 

5.9 

8.8 

8.6 

8.8 

8.8 

8.6 

8.5 

8.5 

8.8 

8.8 

8.1 

8.1 

8.1 

8.3 

8.6 

8.4 

9.0 

8.5 

8.8 

8.9 

8.8 

8.4 

8.6 

8.1 

8.4 

8.5 

8.5 

8.5 

8.3 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要である（非常に重要であるを含む） どちらともいえない

重要でない（さほど重要でないを含む） 無回答

84.5 

80.0 

77.5 

76.0 

79.4 

43.4 

86.4 

86.7 

79.1 

83.5 

89.0 

58.0 

68.0 

70.3 

78.6 

84.0 

48.6 

78.4 

81.6 

50.1 

86.8 

82.8 

85.0 

81.4 

80.9 

61.5 

81.8 

81.3 

78.3 

67.3 

61.6 

74.0 

80.7 

79.7 

88.8 

80.7 

84.1 

75.2 

7.0 

13.2 

13.5 

15.4 

13.2 

41.4 

7.6 

6.9 

13.1 

9.3 

4.0 

32.6 

25.9 

24.0 

16.7 

10.8 

41.6 

15.8 

13.3 

41.2 

8.8 

13.0 

10.8 

14.0 

15.0 

31.0 

13.7 

13.9 

16.8 

26.8 

31.5 

20.4 

14.3 

15.3 

6.9 

14.3 

11.4 

20.4 

1.5 

1.2 

2.0 

2.3 

1.4 

8.1 

0.2 

0.7 

1.5 

1.3 

1.3 

3.7 

1.7 

1.1 

0.3 

0.9 

5.5 

1.5 

1.2 

4.1 

1.0 

0.3 

0.6 

0.7 

0.5 

3.1 

0.7 

0.7 

1.4 

1.6 

2.7 

1.0 

1.0 

0.6 

0.5 

0.3 

0.6 

0.8 

7.0 

5.7 

7.0 

6.3 

6.0 

7.1 

5.8 

5.7 

6.3 

5.9 

5.8 

5.7 

4.4 

4.7 

4.4 

4.3 

4.3 

4.3 

3.9 

4.6 

3.4 

3.9 

3.6 

3.9 

3.6 

4.4 

3.8 

4.1 

3.5 

4.3 

4.2 

4.6 

4.0 

4.4 

3.8 

4.8 

3.9 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要である（非常に重要であるを含む） どちらともいえない

重要でない（さほど重要でないを含む） 無回答
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○年齢別にみると、「自然や生活に関すること」については、年齢による重要度の違いはみられませんでした。

一方、「行政の取り組みに関すること」については、「下水道整備」、「ごみ処理体制の充実」といった生活環境

に関する項目以外に、30歳代では「次世代を担う子どもへの環境教育」が最も重要度が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住所別にみると、「自然や生活に関すること」については、住所による重要度の大きな違いはみられませんで

した。また、「行政の取り組みに関すること」については、瑞鳳、旭丘、三郷小学校区で「次世代を担う子ど

もへの環境教育」の重要度が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3

全体 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

10歳･20歳代 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 水のきれいさ 空気のさわやかさ

30歳代 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 水のきれいさ 空気のさわやかさ

40歳代 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

50歳代 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

60歳代 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

70歳代以上 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

尾張旭市全体の将来の環境の重要度（自然や生活に関すること）　上位3項目

回
答
者
の
年
齢

1 2 3

全体 下水道整備 ごみ処理体制の充実 し尿処理などの衛生対策

10歳･20歳代 ポイ捨て防止などの環境美化 水辺環境の保全 し尿処理などの衛生対策

30歳代 次世代を担う子どもへの環境教育 下水道整備 し尿処理などの衛生対策

40歳代 下水道整備 し尿処理などの衛生対策 ごみ処理体制の充実

50歳代 下水道整備 次世代を担う子どもへの環境教育 ごみ処理体制の充実

60歳代 下水道整備 ごみ処理体制の充実 工場からの排水による水質汚濁対策

70歳代以上 し尿処理などの衛生対策 ごみ処理体制の充実 次世代を担う子どもへの環境教育

尾張旭市全体の将来の環境の重要度（行政の取り組みに関すること）　上位3項目

回
答
者
の
年
齢

1 2 3

全体 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

旭小学校区 空気のさわやかさ 水のきれいさ ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー

東栄小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 日当たりの良さ

渋川小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

本地原小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

城山小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

白鳳小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

瑞鳳小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

旭丘小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 空気のさわやかさ 水のきれいさ

三郷小学校区 ごみのポイ捨てをしないなどの環境マナー 日当たりの良さ 空気のさわやかさ

回
答
者
の
住
所
（

小
学
校
区
）

尾張旭市全体の将来の環境の重要度（自然や生活に関すること）　上位3項目

1 2 3

全体 下水道整備 ごみ処理体制の充実 し尿処理などの衛生対策

旭小学校区 下水道整備 ごみ処理体制の充実 し尿処理などの衛生対策

東栄小学校区 ごみ処理体制の充実 下水道整備 し尿処理などの衛生対策

渋川小学校区 下水道整備 工場からの排水による水質汚濁対策 ごみ処理体制の充実

本地原小学校区 ごみ処理体制の充実 し尿処理などの衛生対策 下水道整備

城山小学校区 下水道整備 し尿処理などの衛生対策 ごみ処理体制の充実

白鳳小学校区 下水道整備 ごみ処理体制の充実 し尿処理などの衛生対策

瑞鳳小学校区 ごみ処理体制の充実 次世代を担う子どもへの環境教育 下水道整備

旭丘小学校区 下水道整備 次世代を担う子どもへの環境教育 ごみ処理体制の充実

三郷小学校区 下水道整備 次世代を担う子どもへの環境教育 ごみ処理体制の充実

尾張旭市全体の将来の環境の重要度（行政の取り組みに関すること）　上位3項目

回
答
者
の
住
所
（

小
学
校
区
）

■尾張旭市全体の将来の環境の重要度（自然や生活に関すること） 【年齢別集計】 

■尾張旭市全体の将来の環境の重要度（行政の取り組みに関すること） 【年齢別集計】 

■尾張旭市全体の将来の環境の重要度（自然や生活に関すること） 【居住地別集計】 

■尾張旭市全体の将来の環境の重要度（行政の取り組みに関すること） 【居住地別集計】 
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○前述の「行政の取り組みに関すること」のうちで、「特に重要であると思うもの」を再度確認した結果につい

ては、「次世代を担う子どもへの環境教育」が約 24%と最も高く、次いで、「下水道整備」、「環境に配慮した

道路の整備」、「ごみ処理体制の充実」、「まちの緑化」の順に高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政の取り組みで特に重要なこと 

24.2 

23.2 

17.4 

16.0 

14.3 

13.6 

13.4 

11.8 

10.6 

9.5 

9.1 

9.1 

7.6 

7.4 

6.3 

5.9 

5.9 

5.7 

5.3 

5.2 

5.1 

4.3 

3.3 

3.2 

2.6 

2.2 

1.8 

0 5 10 15 20 25 30 

次世代を担う子どもへの環境教育

下水道整備

環境に配慮した道路の整備

ごみ処理体制の充実

まちの緑化

ポイ捨て防止などの環境美化

公園の整備

ﾀﾞｲｵｷｼﾝや環境ﾎﾙﾓﾝなどの化学物質対策

リサイクル推進など循環型社会への転換策

自動車（道路）による騒音対策

地球環境問題への取り組み

再生可能エネルギーの積極利用

し尿処理などの衛生対策

水辺環境の保全

家庭からの排水による水質汚濁対策

自動車（道路）による大気汚染対策

近隣自治体との連携した取り組み

山林の保護

農地の保全

工場からの排水による水質汚濁対策

省エネルギー対策の徹底

動物や植物の生息・生育地の保護

野焼きによる大気汚染対策

環境に関する情報の提供

工場による大気汚染対策

文化財の保存・整備

工場からの悪臭対策

（％）

■行政の取り組みに関することで特に重要なこと 
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○年齢別にみると、30歳代～50歳代までの子育て世代で、「次世代を担う子どものへの環境教育」の重要度が

特に高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住所別にみると、渋川小学校区では、他の地区と比較して「水辺環境の保全」の重要度が高くなっていました。

また、三郷小学校区では「公園の整備」の重要度が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現行の「尾張旭市環境基本計画」の認知度をみると、「知ってお

り、内容もある程度理解している」という回答は1割未満であ

り、「知らない」という回答が5割以上となっていました。 

○年齢別にみると、10 歳･20 歳代、30 歳代で「知らない」と

いう回答が7割以上であり、若い世代ほど認知度が低い結果と

なっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「尾張旭市環境基本計画」の認知度〈市民〉 

知っており、

内容もある

程度理解し

ている
6.5%

知っている

が、内容ま

では分から

ない
38.0%

知らない

50.3%

無回答
5.2%

■行政の取り組みに関することで特に重要なこと 【年齢別集計】 

■「尾張旭市環境基本計画」の認知度 

1 2 3

全体 次世代を担う子どもへの環境教育 下水道整備 環境に配慮した道路の整備

10歳･20歳代 ポイ捨て防止などの環境美化 環境に配慮した道路の整備 公園の整備

30歳代 次世代を担う子どもへの環境教育 下水道整備 公園の整備

40歳代 次世代を担う子どもへの環境教育 ごみ処理体制の充実 環境に配慮した道路の整備

50歳代 次世代を担う子どもへの環境教育 ごみ処理体制の充実 下水道整備

60歳代 下水道整備 次世代を担う子どもへの環境教育 公園の整備

70歳代以上 下水道整備 次世代を担う子どもへの環境教育 環境に配慮した道路の整備

回
答
者
の
年
齢

行政の取り組みに関することで特に重要なこと　上位3項目

1 2 3

全体 次世代を担う子どもへの環境教育 下水道整備 環境に配慮した道路の整備

旭小学校区 下水道整備 環境に配慮した道路の整備 次世代を担う子どもへの環境教育

東栄小学校区 次世代を担う子どもへの環境教育 環境に配慮した道路の整備 ポイ捨て防止などの環境美化

渋川小学校区 次世代を担う子どもへの環境教育 まちの緑化 水辺環境の保全

本地原小学校区 次世代を担う子どもへの環境教育 下水道整備 ポイ捨て防止などの環境美化

城山小学校区 下水道整備 次世代を担う子どもへの環境教育 環境に配慮した道路の整備

白鳳小学校区 下水道整備 次世代を担う子どもへの環境教育 ごみ処理体制の充実

瑞鳳小学校区 次世代を担う子どもへの環境教育 ごみ処理体制の充実 下水道整備

旭丘小学校区 次世代を担う子どもへの環境教育 下水道整備 ごみ処理体制の充実

三郷小学校区 次世代を担う子どもへの環境教育 環境に配慮した道路の整備 公園の整備

行政の取り組みに関することで特に重要なこと　上位3項目

回
答
者
の
住
所
（

小
学
校
区
）

■行政の取り組みに関することで特に重要なこと 【居住地別集計】 
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○これからの尾張旭市の環境を表すキーワードとしては、「豊かな緑や水辺に囲まれたまち」が約 6 割と最も多

く、次いで「交通機関が整備された便利なまち」、「快適な住宅地が広がるまち」、「地域で作られた農作物が食

べられるまち」、「美しい景色や景観がみられるまち」という順になっていました。 

○現行計画策定時と比較すると、「地域で作られた農作物が食べられるまち」の回答割合が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの尾張旭市の環境を表すキーワード〈市民〉 

55.9 

32.3 

30.0 

25.3 

24.9 

23.3 

20.3 

20.1 

12.9 

9.5 

7.9 

4.8 

4.2 

3.0 

4.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 

豊かな緑や水辺に囲まれたまち

交通機関が整備された便利なまち

快適な住宅地が広がるまち

地域で作られた農作物が食べられるまち

美しい景色や景観がみられるまち

リサイクルが進むごみが出ないまち

様々な人が集まり楽しく過ごせるまち

地球にやさしいライフスタイルが浸透したまち

太陽光などの自然エネルギーを利用するまち

多くの生きものが身近に住むまち

環境について学んだり、環境保全活動に参加する機会が多いまち

様々な情報が集まり発信されるまち

ビジネスや商業の中心となるまち

その他

無回答

（％）

60.3 

38.8 

36.0 

34.8 

27.7 

19.4 

18.5 

14.2 

11.1 

6.0 

3.0 

2.7 

5.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 

豊かな緑や水辺に囲まれたまち

快適な住宅地が広がるまち

美しい景色や景観がみられるまち

交通機関が整備された便利なまち

リサイクルが進むごみが出ないまち

様々な人が集まり楽しく過ごせるまち

地域で作られた農作物が食べられるまち

太陽光などの自然エネルギーを利用するまち

多くの生きものが身近に住むまち

様々な情報が集まり発信されるまち

ビジネスや商業の中心となるまち

その他

無回答

（％）

■これからの尾張旭市の環境を表すキーワード 【年齢別集計】 

■これからの尾張旭市の環境を表すキーワード 

■現行計画策定時（参考） 

1 2 3

全体 豊かな緑や水辺に囲まれたまち 交通機関が整備された便利なまち 快適な住宅地が広がるまち

10歳･20歳代 豊かな緑や水辺に囲まれたまち 快適な住宅地が広がるまち 様々な人が集まり楽しく過ごせるまち

30歳代 豊かな緑や水辺に囲まれたまち 快適な住宅地が広がるまち 美しい景色や景観がみられるまち

40歳代 豊かな緑や水辺に囲まれたまち 快適な住宅地が広がるまち 地域でつくられた農作物が食べられるまち

50歳代 豊かな緑や水辺に囲まれたまち 快適な住宅地が広がるまち 交通機関が整備された便利なまち

60歳代 豊かな緑や水辺に囲まれたまち 交通機関が整備された便利なまち 美しい景色や景観がみられるまち

70歳代以上 豊かな緑や水辺に囲まれたまち 交通機関が整備された便利なまち 地域でつくられた農作物が食べられるまち

これからの尾張旭市の環境を表すキーワード　上位3項目

回
答
者
の
年
齢
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○よりよい環境づくりのために普段行っている行動については、「買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべく

買わないようにしている」、「エネルギーの節約に心がけている」、「食用油や食べ残しを排水口から流さないよ

うにしている」といった日常的に実行されている割合が高くなっていました。 

○「尾張旭市家庭版環境 ISO」や「CO2･CO2ダイエットプラン」への取り組み、「環境に良いと思うことの普

及波及」、「生ごみの堆肥化･減量化」といった行動については、「今後実行していきたい」という回答が多数寄

せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよい環境づくりに対する行動〈市民〉 

■よりよい環境づくりに対する行動 ■現行計画策定時（参考） 

94.3 

71.5 

60.4 

83.1 

92.8 

86.4 

83.1 

94.5 

77.2 

90.6 

78.9 

90.1 

87.2 

25.3 

40.4 

8.5 

74.4 

90.9 

42.4 

65.0 

32.7 

17.3 

12.1 

2.8 

23.3 

26.4 

6.3 

3.3 

8.1 

11.7 

2.5 

14.9 

5.7 

15.2 

6.7 

8.8 

40.9 

34.4 

36.1 

13.6 

1.7 

39.3 

24.5 

43.0 

50.6 

51.4 

0.4 

1.6 

10.2 

1.5 

1.1 

2.0 

1.6 

0.9 

3.9 

0.7 

2.0 

0.6 

0.7 

26.9 

19.1 

47.3 

5.7 

2.7 

11.0 

4.2 

15.2 

21.0 

21.7 

2.5 

3.6 

3.0 

9.1 

2.7 

3.5 

3.6 

2.2 

3.9 

3.0 

3.9 

2.6 

3.3 

6.9 

6.0 

8.0 

6.4 

4.7 

7.3 

6.3 

9.1 

11.2 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エネルギーの節約に心がけている

省エネルギー型の家庭電化製品を選択して購入している

なるべく公共交通機関、徒歩、自転車などを利用している

不要なアイドリング、空ぶかし、急発進などをしないようにしている

食用油や食べ残しを排水口から流さないようにしている

排水口や三角コーナーにはネットをつけている

洗剤の量や成分に気を配っている

買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべく買わないようにしている

使い捨て製品はなるべく買わないようにしている

詰め替えできる商品を選択して購入している

再生紙などのリサイクル商品を購入している

日常の生活で節水に気をつけている

物は大切にし、修理して長く使うようにしたりしている

コンポスト容器などによる生ごみの堆肥化、減量化を行っている

リサイクルマーケットや、リサイクルショップを利用している

環境家計簿をつけている

テレビやピアノなどの音を外に出さないようにしている

ごみを家庭で燃やさないようにしている

環境問題やその対策について家族で話し合っている

余暇には、自然とふれあうように心がけている

環境に対して良いと思うことを人に勧めたり、広めたりしている

「CO2・CO2ダイエットプラン」に取り組んでいる

「尾張旭市家庭版環境ISO」に取り組んでいる

実行している 今後実行したい

今後も実行するつもりはない 無回答

95.3 

67.7 

60.5 

82.0 

91.2 

86.7 

79.7 

62.4 

67.6 

88.9 

83.0 

89.9 

87.3 

25.8 

44.4 

5.7 

74.5 

89.3 

45.6 

3.2 

27.8 

27.7 

7.4 

5.5 

7.9 

15.4 

29.9 

25.0 

7.6 

12.8 

7.5 

10.5 

51.6 

38.3 

43.5 

15.4 

3.3 

41.6 

0.3 

0.5 

9.1 

1.2 

0.6 

1.8 

1.8 

4.7 

3.6 

0.5 

0.9 

0.5 

0.4 

17.1 

13.0 

43.4 

4.9 

3.4 

7.5 

1.2 

4.0 

2.6 

9.5 

2.7 

3.6 

3.1 

3.0 

3.8 

3.0 

3.3 

2.1 

1.8 

5.5 

4.4 

7.5 

5.2 

4.0 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エネルギーの節約に心がけている

省エネルギー型の家庭電化製品を選択して購入している

なるべく公共交通機関、徒歩、自転車などを利用している

不要なアイドリング、空ぶかし、急発進などをしないようにしている

食用油や食べ残しを排水口から流さないようにしている

排水口や三角コーナーにはネットをつけている

洗剤の量や成分に気を配っている

買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべく買わないようにしている

使い捨て製品はなるべく買わないようにしている

詰め替えできる商品を選択して購入している

再生紙などのリサイクル商品を購入している

日常の生活で節水に気をつけている

物は大切にし、修理して長く使うようにしたりしている

コンポスト容器などによる生ごみの堆肥化、減量化を行っている

リサイクルマーケットや、リサイクルショップを利用している

環境家計簿をつけている

テレビやピアノなどの音を外に出さないようにしている

ごみを家庭で燃やさないようにしている

環境問題やその対策について家族で話し合っている

実行している 今後実行したい

今後も実行するつもりはない 無回答
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○年齢別にみると、いずれの年齢においても、「ごみを家庭で燃やさないようにしている」や「買い物袋を持参

したり、過剰包装はなるべく買わないようにしている」、「食用油や食べ残しを排水口から流さないようにして

いる」といった行動の実行率が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○よりよい環境づくりに対する行動をより積極的に取り組むために必要なこととしては、「省エネによる光熱費

節約やエコポイントの獲得など、直接的メリットがあること」、「大気･水質浄化の状況など、取り組んだ行動

の環境保全効果がはっきりわかること」を挙げる人が4割以上と多くなっていました。 

○年齢別にみると、10歳代や20歳代、60歳代や70歳代以上において、「自分たちだけでなく、みんなで一

緒に取り組む運動として行うこと」の回答割合も高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよい環境づくりに積極的に取り組むために必要なこと〈市民〉 

43.8 

43.3 

31.2 

30.2 

27.5 

3.7 

1.7 

4.4 

0 10 20 30 40 50 60 

省エネによる光熱費節約やエコポイントの獲得など、直接的メリットがあること

大気・水質浄化の状況など、取り組んだ行動の環境保全効果がはっきり分かること

補助金など、支援制度が使えること

自分たちだけでなく、みんなで一緒に取り組む運動として行うこと

環境保全のマニュアルやチェックリストなど、取組方法についての資料が手に入ること

表彰制度など、行動の励みとなるものがあること

その他

無回答

（％）

■よりよい環境づくりに積極的に取り組むために必要なこと 

■よりよい環境づくりに対する行動（実行率） 【年齢別集計】 

1 2 3

全体 ごみを家庭で燃やさないようにしている
買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべ
く買わないようにしている

食用油や食べ残しを排水口から流さないよ
うにしている

10歳･20歳代
排水口や三角コーナーにはネットをつけて
いる

ごみを家庭で燃やさないようにしている
買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべ
く買わないようにしている

30歳代 ごみを家庭で燃やさないようにしている エネルギーの節約に心がけている
買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべ
く買わないようにしている

40歳代
食用油や食べ残しを排水口から流さないよ
うにしている

買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべ
く買わないようにしている

排水口や三角コーナーにはネットをつけて
いる

50歳代 ごみを家庭で燃やさないようにしている
買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべ
く買わないようにしている

食用油や食べ残しを排水口から流さないよ
うにしている

60歳代
食用油や食べ残しを排水口から流さないよ
うにしている

買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべ
く買わないようにしている

ごみを家庭で燃やさないようにしている

70歳代以上
食用油や食べ残しを排水口から流さないよ
うにしている

買い物袋を持参したり、過剰包装はなるべ
く買わないようにしている

ごみを家庭で燃やさないようにしている

回
答
者
の
年
齢

よりよい環境づくりに対する行動（実行率）　上位3項目
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○環境保全活動等の参加経験をみると、「清掃や空き缶拾い、河川をきれいにするなどの地域美化活動」や「資

源回収活動やリサイクル活動への参加などごみ減量活動」、「ウォーキングや野外キャンプなどの自然を体験す

る活動」への参加経験が多くなっていました。 

○また、参加意向の高い環境保全活動としては、「ウォーキングや野外キャンプなどの自然を体験する活動」や

「草花などを植える緑化活動」のほか、現状において参加経験の多い「地域美化活動」や「ごみ減量活動」へ

の参加意向も高くなっていました。また、参加経験は少ないが「動植物の保護や里山の保全などの活動」への

参加意向も高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全活動等の参加経験及び今後の参加意向〈市民〉 

36.7 

20.3 

39.3 

3.6 

31.7 

16.9 

4.9 

3.3 

5.2 

11.5 

5.2 

1.5 

58.3 

74.7 

56.1 

91.4 

63.6 

77.9 

90.1 

91.6 

89.8 

83.7 

90.0 

31.4 

4.9 

4.9 

4.6 

5.1 

4.7 

5.2 

4.9 

5.1 

5.1 

4.8 

4.8 

67.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資源回収活動やリサイクル活動への参加などごみ減量活動

ごみ処理施設や下水道処理施設などの見学、ごみ収集体験

清掃や空き缶拾い、河川をきれいにするなどの地域美化活動

水辺環境の調査

ウォーキングや野外キャンプなどの自然を体験する活動

草花などを植える緑化活動

動植物の保護や里山の保全などの活動

文化財や歴史的な遺産などの保護活動

地球温暖化防止に関する活動

環境に関する講演会や勉強会などへの出席

環境に関するポスターや標語などへの応募

その他

ある ない 無回答

40.1 

24.4 

41.3 

2.9 

39.3 

16.1 

4.3 

3.4 

4.0 

15.6 

7.7 

0.5 

56.7 

73.3 

56.2 

94.8 

57.8 

81.5 

93.3 

94.4 

93.1 

82.0 

89.7 

16.6 

3.2 

2.3 

2.5 

2.3 

2.9 

2.3 

2.4 

2.2 

2.9 

2.3 

2.6 

82.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資源回収活動やリサイクル活動への参加などごみ減量活動

ごみ処理施設や下水道処理施設などの見学、ごみ収集体験

清掃や空き缶拾い、河川をきれいにするなどの地域美化活動

水辺環境の調査

ウォーキングや野外キャンプなどの自然を体験する活動

草花などを植える緑化活動

動植物の保護や里山の保全などの活動

文化財や歴史的な遺産などの保護活動

地球温暖化防止に関する活動

環境に関する講演会や勉強会などへの出席

環境に関するポスターや標語などへの応募

その他

ある ない 無回答

38.5 

28.1 

39.7 

21.9 

45.7 

41.9 

30.2 

24.3 

24.4 

25.8 

12.3 

3.8 

44.4 

51.0 

43.2 

56.2 

37.5 

41.1 

51.2 

55.9 

56.6 

54.1 

62.8 

17.1 

7.4 

11.0 

7.5 

12.0 

8.5 

7.8 

9.6 

11.2 

10.0 

11.5 

15.4 

5.4 

9.7 

9.9 

9.6 

9.9 

8.3 

9.2 

9.0 

8.6 

9.0 

8.6 

9.5 

73.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資源回収活動やリサイクル活動への参加などごみ減量活動

ごみ処理施設や下水道処理施設などの見学、ごみ収集体験

清掃や空き缶拾い、河川をきれいにするなどの地域美化活動

水辺環境の調査

ウォーキングや野外キャンプなどの自然を体験する活動

草花などを植える緑化活動

動植物の保護や里山の保全などの活動

文化財や歴史的な遺産などの保護活動

地球温暖化防止に関する活動

環境に関する講演会や勉強会などへの出席

環境に関するポスターや標語などへの応募

その他

参加したい あまり参加したいと思わない 参加したくない 無回答

45.0 

31.5 

47.1 

26.3 

52.3 

55.7 

36.1 

27.1 

31.4 

34.7 

16.5 

1.9 

45.7 

56.0 

44.1 

61.2 

36.5 

35.6 

53.8 

60.5 

58.1 

52.3 

67.7 

9.6 

3.5 

7.5 

3.9 

7.5 

6.1 

4.1 

5.2 

7.9 

4.9 

7.6 

10.7 

1.9 

5.8 

5.0 

4.9 

5.1 

5.1 

4.6 

4.9 

4.5 

5.6 

5.4 

5.1 

86.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資源回収活動やリサイクル活動への参加などごみ減量活動

ごみ処理施設や下水道処理施設などの見学、ごみ収集体験

清掃や空き缶拾い、河川をきれいにするなどの地域美化活動

水辺環境の調査

ウォーキングや野外キャンプなどの自然を体験する活動

草花などを植える緑化活動

動植物の保護や里山の保全などの活動

文化財や歴史的な遺産などの保護活動

地球温暖化防止に関する活動

環境に関する講演会や勉強会などへの出席

環境に関するポスターや標語などへの応募

その他

参加したい あまり参加したいと思わない 参加したくない 無回答

■環境保全活動等の参加経験 

■環境保全活動等への参加意向 

■現行計画策定時（参考） 

■現行計画策定時（参考） 
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○「生物多様性」の認知度をみると、「知らない」という回答は 2 割弱であり、

平成22年に愛知･名古屋にて開催された「生物多様性条約第10回締約国会

議（COP10）」の影響もあり、「生物多様性」という言葉自体は広く認識され

ていました。 

○年齢別にみると、10 歳代では内容まである程度理解している人が約 5 割で

あり、若い世代ほど認知度が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

○「生物多様性を保全するためにできること」については、「出かけた時には、ごみを捨てずに持ち帰る」、「排

水口に使い終わった油や食べ残しを捨てない」をはじめ、多くの行動で実践可能という回答が多数寄せられま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生物多様性」の認知度〈市民〉 

生物多様性を保全するためにできること〈市民〉 

知っており、

内容もある

程度理解し

ている
30.0%

知っている

が、内容ま

では分から

ない
49.2%

知らない
17.3%

無回答
3.6%

74.0 

72.9 

65.0 

64.9 

60.0 

59.2 

47.8 

24.4 

1.6 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

出かけた時には、ゴミを捨てずに持ち帰る

排水口に使い終わった油や食べ残しを捨てない

本来その地域に生息・生育していない動植物をむやみに放さない

野生動物にエサを与えない

むやみに野草を採ったり傷つけたりしない

河原や森林などでは、決められた場所以外に車を乗り入れない

殺虫剤や除草剤などの使用を控えるようにする

家の周りに樹木を植えるときは、もともとその地域に生えているものを使う

その他

無回答

（％）

■生物多様性を保全するためにできること 

■「生物多様性」の認知度 
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○「ESD」の認知度をみると、「知らない」という回答が 6 割以上であり、

「知っており、内容もある程度理解している」という回答は1割未満とな

っていました。 

○年齢別にみると、「生物多様性」とは逆に、若い世代ほど認知度が低くなっ

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ESDの取り組みを推進するために必要な施策」としては、「地域におけるESDの認知度の向上」が約6割

と最も多く、次いで「ESD に関する優良事例や専門知識の情報収集･発信」、「活動を維持する組織、しくみづ

くり」が多くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ESD＊」の認知度〈市民〉       ＊ESD：持続可能な発展のための教育（Education-for-Sustainable-Development）の略 

ESD の取り組みを推進するために必要な施策〈市民〉 

知っており、

内容もある

程度理解し

ている
8.8%

知っている

が、内容ま

では分から

ない
26.4%

知らない

61.8%

無回答

3.1%

57.0 

40.0 

37.2 

28.6 

25.6 

14.7 

12.6 

7.3 

1.4 

12.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 

地域におけるESDの認知度の向上

ESDに関する優良事例や専門知識の情報収集・発信

活動を維持する組織、しくみづくり

市としての方針の提示

活動を維持する動機づけ、やる気の向上

新たな人材、支援者の確保

既存の人材の技術力（指導力）向上

活動に使える多様な資金源の獲得

その他

無回答

（％）

■ESDの取り組みを推進するために必要な施策 

■「ESD」の認知度 
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○回答事業所の業種は、「製造業」が最も多く、次いで「建設業」及び「卸売･小売業」であった。従業員数は、

「11～20人」が約24%、「10人以下」が約22%と、比較的小規模な事業所が多くなっていました。 

○所在地では、「本地原小学校区」、「瑞鳳小学校区」、「三郷小学校区」が比較的多くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「開発と環境保全のバランスに対する考え方」としては、「地域の発展や便利さを求めずに、環境保全を優先

すべき」とする割合が、現行計画策定時と比較して大幅に減少し、「地域の発展や便利さにつながる開発であ

れば、環境保全のために多少の規模縮小や運用上の制約を受けた上で実施して良い」とする割合が増加してい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者属性〈事業所〉 

開発と環境保全のバランス〈事業所〉 

建設業

15.7%

製造業
37.3%

卸売・

小売業

15.7%

金融・保険・

不動産業

7.8%

運輸・通信

業
3.9%

電気・ガス・

水道業

2.0%

サービス業
11.8%

その他
5.9%

公害関連法

愛知県条例

省エネ法

その他

指定はない

無回答

大気汚染防止法

水質汚濁防止法

騒音規制法

振動規制法

無回答

23.5 

3.9 

3.9 

3.9 

41.2 

27.5 

0 20 40 60 80 100

（％）

33.3 

33.3 

66.7 

50.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

（％）

■所在地（小学校区） ■従業員数 

■業種 

■環境関連法令の指定状況 
■公害関連法に基づく特定工場･事業所 

■開発と環境保全のバランス 

13.2 

2.0 

64.0 

76.5 

8.1 

9.8 

3.7 

3.9 

0.0 

2.0 

11.0 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の発展や便利さを求めずに、環境保全を優先すべき

地域の発展や便利さにつながる開発であれば、環境保全のために多少の規模縮小や運用上の制約を受けた上で実施しても良い

現状のまま特に何もしなくて良い

地域の発展や便利さにつながる開発であれば、少しくらい環境を損なっても仕方がない

環境を犠牲にしてでも地域の発展や便利さを求めるべき

無回答

計画見直し時

【N=51】

（参考）

現行計画策定時

【N=136】

旭

小学校区
9.8%

東栄

小学校区

5.9%

渋川

小学校区

5.9%

本地原

小学校区

19.6%

城山

小学校区
3.9%

白鳳

小学校区
2.0%

瑞鳳

小学校区

19.6%

旭丘

小学校区

2.0%

三郷小

学校区

15.7%

無回答
15.7%10人以下

21.6%

11～20人
23.5%

21～30人

3.9%

31～50人

17.6%

51～99人
7.8%

100人以上
21.6%

無回答

3.9%

現行計画策定時 

（参考） 

事業所向けアンケート調査結果 
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○「環境保全のために事業所に求められる取り組み」としては、「節電や節水などの省エネルギーの推進」が約4

割と最も多く、次いで「資源循環型産業の推進」、「法令や基準の遵守」の順で高くなっていました。 

○現行計画策定時と比較すると、「資源循環型産業の推進」の回答割合が大きく増加していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全のために事業者に求められる取り組み〈事業所〉 

37.3 

27.5 

25.5 

17.6 

17.6 

17.6 

15.7 

13.7 

9.8 

2.0 

0.0 

2.0 

2.0 

0.0 

3.9 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

節電や節水などの省エネルギーの推進

資源循環型産業の推進

法令や基準の遵守

化学物質の適切な管理

自然エネルギーや新エネルギーの導入

事業活動の継続的改善

従業員の環境教育

再生品やリユース･リサイクル可能な製品の使用

環境保全活動への参加

市民団体への活動支援

自らの環境情報の調査・提供・公開

特にない

その他

わからない

無回答

（％）

30.1 

29.4 

21.3 

18.4 

17.6 

12.5 

12.5 

11.8 

10.3 

2.9 

2.2 

0.7 

0.7 

0.0 

12.5 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

法令や基準の遵守

節電や節水などの省エネルギーの推進

再生品やリユース･リサイクル可能な製品の使用

化学物質の適切な管理

資源循環型産業の推進

事業活動の継続的改善

従業員の環境教育

自然エネルギーや新エネルギーの導入

環境保全活動への参加

自らの環境情報の調査・提供・公開

市民団体への活動支援

特にない

その他

わからない

無回答

（％）

■環境保全のために事業者に求められる取り組み ■現行計画策定時（参考） 
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○「環境保全に関する行動」として、「こまめな消灯･冷暖房温度などの省エネ」、「紙、缶･ビン類、生ゴミなど

のリサイクル」、「使い捨て製品の使用･購入の抑制、再生紙などの使用」といった行動を、日常的に実行して

いる事業所が多くなっていました。 

○「今後取り組みたい」とする行動としては、「県や市が行う環境行事への参加」、「周辺の美化活動や緑化活動

への参加」、「自然エネルギーの導入や廃熱利用促進」などが多数挙げられ、CSR（企業の社会的責任）活動の

一環として取り組む行動や、初期投資はかかるものの長期的視点では大きく経費節減につながる行動などへの

意向が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全に関する行動〈事業所〉 

92.2 

51.0 

25.5 

21.6 

82.4 

70.6 

58.8 

25.5 

9.8 

41.2 

19.6 

52.9 

19.6 

17.6 

23.5 

33.3 

47.1 

17.6 

33.3 

11.8 

15.7 

37.3 

2.0 

5.9 

39.2 

37.3 

47.1 

5.9 

21.6 

15.7 

17.6 

21.6 

41.2 

29.4 

33.3 

11.8 

25.5 

19.6 

23.5 

39.2 

56.9 

47.1 

41.2 

33.3 

27.5 

5.9 

0.0 

3.9 

19.6 

19.6 

2.0 

2.0 

0.0 

7.8 

23.5 

5.9 

19.6 

0.0 

11.8 

5.9 

2.0 

17.6 

2.0 

11.8 

2.0 

27.5 

19.6 

17.6 

0.0 

0.0 

2.0 

9.8 

5.9 

3.9 

2.0 

19.6 

41.2 

39.2 

5.9 

25.5 

7.8 

51.0 

43.1 

47.1 

21.6 

5.9 

5.9 

9.8 

11.8 

23.5 

5.9 

7.8 

2.0 

3.9 

7.8 

5.9 

5.9 

3.9 

5.9 

7.8 

5.9 

5.9 

5.9 

5.9 

5.9 

7.8 

7.8 

3.9 

5.9 

7.8 

7.8 

7.8 

7.8 

11.8 

84.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

こまめな消灯・冷暖房温度などの省エネ

OA機器などに省エネ型のものを使用

建物の断熱性能の向上や太陽光の取り入れの工夫

自然エネルギーの導入や廃熱利用促進

紙、缶・ビン類、生ごみなどのリサイクル

使い捨て製品の使用・購入の抑制、再生紙などの使用

過剰包装の自粛

省エネ・リサイクル可能な製品を開発・製造・販売

雨水利用や中水利用

排出ガス規制適合車や低公害車の導入

車の使用を控え、公共交通機関を利用する

環境にやさしい運転の指導

輸配送に関する車両利用の抑制

二酸化炭素・メタンなどの排出抑制

フロンなどの使用抑制

ISO14000や民間の認証制度の認証取得

社員の環境教育の実施

県や市が行う環境行事への参加

周辺の美化活動や緑化活動への参加

動植物の保護活動への参加

環境報告書等の作成及び環境情報の発信

伝統行事などへの積極的な参加

その他

いつも実行している 今後取り組みたい 今後とも行わない あてはまらない 無回答

81.6 

41.9 

16.2 

5.9 

72.8 

64.7 

47.8 

17.6 

6.6 

29.4 

8.8 

40.4 

13.2 

11.0 

15.4 

11.8 

32.4 

13.2 

30.1 

2.9 

15.4 

44.9 

39.0 

36.8 

15.4 

25.7 

13.2 

23.5 

34.6 

46.3 

37.5 

44.9 

22.1 

21.3 

18.4 

36.8 

56.6 

62.5 

50.7 

2.9 

0.7 

2.2 

19.1 

24.3 

3.7 

2.2 

0.7 

1.5 

16.2 

10.3 

24.3 

2.9 

4.4 

1.5 

1.5 

15.4 

2.9 

11.0 

10.3 

0.0 

0.7 

8.1 

24.3 

32.4 

6.6 

5.1 

37.5 

54.4 

37.5 

11.8 

26.5 

11.0 

57.4 

62.5 

61.8 

32.4 

6.6 

12.5 

7.4 

5.1 

1.5 

2.9 

1.5 

0.7 

1.5 

2.2 

0.7 

2.9 

5.1 

2.2 

2.9 

0.7 

2.9 

3.7 

2.9 

3.7 

1.5 

0.7 

1.5 

89.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

こまめな消灯・冷暖房温度などの省エネ

OA機器などに省エネ型のものを使用

建物の断熱性能の向上や太陽光の取り入れの工夫

自然エネルギーの導入や廃熱利用促進

紙、缶・ビン類、生ごみなどのリサイクル

使い捨て製品の使用・購入の抑制、再生紙などの使用

過剰包装の自粛

省エネ・リサイクル可能な製品を開発・製造・販売

雨水利用や中水利用

排出ガス規制適合車や低公害車の導入

車の使用を控え、公共交通機関を利用する

環境にやさしい運転の指導

輸配送に関する車両利用の抑制

二酸化炭素・メタンなどの排出抑制

フロンなどの使用抑制

ISO14000や民間の認証制度の認証取得

社員の環境教育の実施

県や市が行う環境行事への参加

周辺の美化活動や緑化活動への参加

動植物の保護活動への参加

環境報告書等の作成及び環境情報の発信

伝統行事などへの積極的な参加

その他

いつも実行している 今後取り組みたい 今後とも行わない あてはまらない 無回答

■環境保全のために事業者に求められる取り組み ■現行計画策定時（参考） 

「今後取り組みたい」の回答割合が高かった行動　上位5項目 （%）

1 県や市が行う環境行事への参加 56.9

2 自然エネルギーの導入や廃熱利用促進 47.1

3 周辺の美化活動や緑化活動への参加 47.1

4 排出ガス規制適合車や低公害車の導入 41.2

5 動植物の保護活動への参加 41.2

■「今後取り組みたい」の回答割合の高かった行動 
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○「事業系一般廃棄物の処理方法」としては、「業者に処理を依頼している」

が約9割におよんでいた一方で、「家庭ごみと一緒に地域の集積所に排出

している」と回答した事業所も1割弱みられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「温室効果ガス削減のための取り組み」としては「自動車やエアコン等の点検整備の励行」や「電気･ガス･水

等の使用量の削減による省エネの推進」について、日常的に実行している事業所の割合が高くなっていました。 

○「今後取り組みたい」とする取り組みとしては、「建物の断熱性能の向上」、「電力使用効率の向上」、「電灯配

置の見直し」といった、建物の省エネルギー対策が多く挙げられていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所から出るごみの排出方法〈事業所〉 

温室効果ガス削減のための取り組み〈事業所〉 

業者に処理

を依頼して

いる

86.3%

晴丘セン

ターに持ち

込んでいる

0.0%

家庭ごみと

一緒に地域

の集積所に

排出してい

る

7.8%

その他

3.9%
無回答

2.0%

■事業所から出るごみの排出方法 

11.8 

5.9 

25.5 

74.5 

76.5 

21.6 

45.1 

17.6 

9.8 

39.2 

21.6 

2.0 

25.5 

13.7 

11.8 

19.6 

19.6 

45.1 

33.3 

3.9 

7.8 

37.3 

25.5 

2.0 

51.0 

58.8 

29.4 

0.0 

0.0 

19.6 

13.7 

3.9 

7.8 

5.9 

9.8 

0.0 

7.8 

17.6 

21.6 

2.0 

0.0 

7.8 

3.9 

66.7 

66.7 

11.8 

37.3 

9.8 

3.9 

3.9 

11.8 

3.9 

3.9 

5.9 

3.9 

7.8 

7.8 

5.9 

5.9 

86.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員のマイカー通勤の抑制

ノーマイカーデーの実施

輸配送の合理化等による自動車

利用の抑制

自動車やエアコン等の点検整備

の励行

電気・ガス・水等の使用量の削減

による省エネの推進

建物の断熱性能の向上

電灯配置の見直し

工場等における燃焼管理の徹底

工場等における熱の有効利用

電力使用効率の向上

温室効果ガスの排出量が少ない

燃料への転換

その他

いつも実行している 今後取り組みたい 今後とも行わない

あてはまらない 無回答

8.8 

0.0 

14.0 

56.6 

61.8 

11.0 

16.9 

12.5 

9.6 

22.1 

3.7 

2.2 

25.7 

20.6 

21.3 

27.2 

30.9 

37.5 

39.0 

17.6 

18.4 

34.6 

30.1 

1.5 

47.1 

56.6 

22.1 

3.7 

1.5 

22.8 

19.1 

2.9 

4.4 

8.1 

10.3 

0.7 

12.5 

15.4 

34.6 

6.6 

2.2 

19.1 

14.7 

58.8 

58.1 

27.2 

47.8 

4.4 

5.9 

7.4 

8.1 

5.9 

3.7 

9.6 

10.3 

8.1 

9.6 

8.1 

8.1 

91.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員のマイカー通勤の抑制

ノーマイカーデーの実施

輸配送の合理化等による自動車

利用の抑制

自動車やエアコン等の点検整備

の励行

電気・ガス・水等の使用量の削減

による省エネの推進

建物の断熱性能の向上

電灯配置の見直し

工場等における燃焼管理の徹底

工場等における熱の有効利用

電力使用効率の向上

温室効果ガスの排出量が少ない

燃料への転換

その他

いつも実行している 今後取り組みたい 今後とも行わない

あてはまらない 無回答

■温室効果ガス削減のための取り組み ■現行計画策定時（参考） 

「今後取り組みたい」の回答割合が高かった行動　上位5項目 （%）

1 建物の断熱性能の向上 45.1

2 電力使用率の向上 37.3

3 電灯配置の見直し 33.3

4 従業員のマイカー通勤の抑制 25.5

5 温室効果ガスの排出量が少ない燃料への転換 25.5

■「今後取り組みたい」の回答割合の高かった行動 
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○「環境保全に取り組むことで得られたメリット」としては、「経費節減」、「社員の意識向上」が 6 割以上と高

く、次いで「企業イメージの向上」となっており、現行計画策定時と同様の結果となっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「環境保全に取り組む上での課題」としては、「環境保全に取り組むための資金が不足している」が約 5 割と

最も高く、次いで「環境保全に取り組むための人材が不足している」、「ノウハウが不足しており技術的に困難

である」、「情報が不足している」の順に高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全に取り組むことで得られたメリット〈事業所〉 

環境保全に取り組む上での課題〈事業所〉 

78.4 

66.7 

39.2 

29.4 

15.7 

11.8 

3.9 

0.0 

2.0 

2.0 

3.9 

0 20 40 60 80 100 

経費削減

社員の意識向上

企業イメージの向上

地元住民からの信頼

事故の未然防止

職場の活性化

ビジネスチャンス

知名度の向上

その他

特に効果はなかった

無回答

（％）

42.6 

37.5 

19.1 

5.1 

5.1 

4.4 

4.4 

1.5 

0.7 

30.9 

0 20 40 60 80 100 

経費削減

社員の意識向上

企業イメージの向上

職場の活性化

事故の未然防止

ビジネスチャンス

地元住民からの信頼

知名度の向上

その他

不明

（％）

■環境保全に取り組む上での課題 

52.9 

33.3 

21.6 

19.6 

5.9 

2.0 

0.0 

9.8 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60 

環境保全に取り組むための資金が不足している

環境保全に取り組むための人材（人手）が不足している

ノウハウが不足しており技術的に困難である

情報が不足している

自社所有の建物ではないため、設備改修などが行えない

取引先や消費者の協力・理解が得られない

その他

特にない

無回答

（％）

■環境保全に取り組むことで得られたメリット ■現行計画策定時（参考） 
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○「尾張旭市の環境を表すキーワード」としては、「豊かな緑や水辺に囲まれたまち」、「快適な住宅地が広がる

まち」、「交通機関が整備された便利なまち」が多く挙げられており、概ね市民の回答と同じとなっていました。 

○市民の回答結果と比較すると、「多くの生きものが身近に住むまち」の回答割合が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾張旭市の環境を表すキーワード〈事業所〉 

56.9 

35.3 

31.4 

27.5 

25.5 

13.7 

13.7 

11.8 

9.8 

9.8 

9.8 

7.8 

5.9 

3.9 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 

豊かな緑や水辺に囲まれたまち

快適な住宅地が広がるまち

交通機関が整備された便利なまち

多くの生きものが身近に住むまち

様々な人が集まり楽しく過ごせるまち

地域で作られた農作物が食べられるまち

太陽光などの自然エネルギーを利用するまち

美しい景色や景観がみられるまち

ビジネスや商業の中心となるまち

様々な情報が集まり発信されるまち

地球にやさしいライフスタイルが浸透したまち

リサイクルが進むごみが出ないまち

環境について学んだり、環境保全活動に参加する機会が多いまち

その他

無回答

（％）

55.9 

32.3 

30.0 

25.3 

24.9 

23.3 

20.3 

20.1 

12.9 

9.5 

7.9 

4.8 

4.2 

3.0 

4.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 

豊かな緑や水辺に囲まれたまち

交通機関が整備された便利なまち

快適な住宅地が広がるまち

地域で作られた農作物が食べられるまち

美しい景色や景観がみられるまち

リサイクルが進むごみが出ないまち

様々な人が集まり楽しく過ごせるまち

地球にやさしいライフスタイルが浸透したまち

太陽光などの自然エネルギーを利用するまち

多くの生きものが身近に住むまち

環境について学んだり、環境保全活動に参加する機会が多いまち

様々な情報が集まり発信されるまち

ビジネスや商業の中心となるまち

その他

無回答

（％）

■これからの尾張旭市の環境を表すキーワード 

■市民の回答結果（P4）（参考） 

 



20 

 

 

○「今後取り組んでいく予定の環境保全活動」としては、「条例や規制を遵守し、対策に着手する」と「環境に

配慮した製品（商品）を積極的に取り扱う」が4割以上と高く、次いで「率先して環境保全型の事業活動を行

う」が高くなっていました。 

○「特に取り組む予定はない」と回答した事業所の割合は、前回と比較し、僅かではあるが減少していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「環境保全活動により積極的に取り組むために必要なこと」としては、「それぞれの行動によるコストダウン

などの直接的効果が目に見える形で分かること」が最も多く、次いで「環境保全のための助成制度が充実する

こと」、「環境保全活動が企業の社会貢献につながること」といった順になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後取り組んでいく予定の環境保全活動〈事業所〉 

環境保全活動により積極的に取り組むために必要なこと〈事業所〉 

43.1 

43.1 

21.6 

15.7 

15.7 

9.8 

5.9 

2.0 

0.0 

2.0 

5.9 

5.9 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60 

条例や規制を遵守し、対策に着手する

環境に配慮した製品（商品）を積極的に取り扱う

率先して環境保全型の事業活動を行う

事業所内の根本的な省エネルギーに取り組む

市と協力して環境保全活動を行う

事業者間で協力して廃棄物活用などを進める

市民と協力して環境保全活動を行う

学校と協力して環境保全の調査・研究を行う

環境保全基金等を設立し活用する

その他

特に取り組む予定はない

わからない

無回答

（％）

41.2 

36.8 

18.4 

17.6 

15.4 

9.6 

8.1 

0.7 

0.0 

0.7 

7.4 

5.1 

5.1 

0 10 20 30 40 50 60 

環境に配慮した製品（商品）を積極的に取り扱う

条例や規制を遵守し、対策に着手する

事業者間で協力して廃棄物活用などを進める

率先して環境保全型の事業活動を行う

事業所内の根本的な省エネルギーに取り組む

市と協力して環境保全活動を行う

市民と協力して環境保全活動を行う

環境保全基金等を設立し活用する

学校と協力して環境保全の調査・研究を行う

その他

特に取り組む予定はない

わからない

無回答

（％）

56.9 

47.1 

37.3 

33.3 

21.6 

19.6 

17.6 

17.6 

11.8 

7.8 

5.9 

2.0 

3.9 

3.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 

それぞれの行動によるコストダウンなどの直接的効果が目に見える形で分かること

環境保全のための助成制度が充実すること

環境保全活動が企業の社会貢献につながること

それぞれの行動による環境保全効果が目に見える形でわかること

環境関連情報の提供が行われること

環境保全のマニュアルやチェックリストなどの取組方法についての資料が手に入ること

企業単位ではなく、組織的に取り組む運動として行うこと

表彰制度や市による広報など、行動の励みとなるものがあること

環境関連の相談窓口が設置されること

事業者対象の環境学習会などが開催されること

環境保全のための技術指導が受けられること

その他

特にない

無回答

（％）

■今後取り組んでいく予定の環境保全活動 

■環境保全活動により積極的に取り組むために必要なこと 

■現行計画策定時（参考） 


